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会 議 録 

会議の名称 第２回（仮称）香取台地区小学校開校準備委員会 

開催日時 令和４年１月 14 日（金） 開会 18：30 閉会 20：50  

開催場所 つくば市役所 ２階 職員研修室 

事務局（担当課） 教育局 学務課 

 

出 

席 

者 

 

 

委員 

 

 

堀越直子、堀田誉、中川元、眞家登志子、長岡かほり、鈴木

由紀子、岩田隆敬、小濱いずみ、林将広、石井勇輔、檜由美

子、鈴木裕絵、田上和久 

その他  

事務局 

 

教育施設課課長補佐（兼）係長三井永達 

教育施設課主事小池祐輝 

学び推進課課長補佐久松和則 

学び推進課主任指導主事兼係長岡野晃生 

学務課課長下田裕久、学務課係長中山美希、 

学務課主任工藤麻貴、学務課主事霜鳥壮彦 

 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 ０人 

非公開の場合はそ

の理由 

 

 

議題 

 

 

 

(1) 校名案の選定方法の検討及び決定 

(2) 校章案の選定方法の検討及び決定 

 

会議録署名人  確定年月日   年  月  日 

 

会

議

１ 開 会 

２ 議 事 

(1) 校名案の選定方法の検討及び決定 
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次

第 

 

(2) 校章案の選定方法の検討及び決定 

３ その他 

４ 閉 会 

 ＜審議内容＞ 

１ 開会 

２ 議事 

委員長：皆さんこんばんは。それでは会議の進行をさせていただきます。本日

は傍聴の方がいらっしゃいますか。傍聴者はいらっしゃらないようなので

議事に入りたいと思います。本日の議事は、校名案、校章案のスケジュー

ル、公募についてになります。まず初めに、配付している資料について、そ

れぞれご説明をいただきたいと思います。事務局お願いいたします。 

事務局：事務局の霜鳥と申します。資料の方は事前にメールの方でお配りさせ

ていただいておりまして、メールでお送りしたものから、一部修正させて

いただいている点がありますので、修正点の方、ご説明させていただきた

いと思います。すべての資料のご説明の方は相割愛させていただきます。

資料 1 につきましては特段修正はございません。めくっていただいた右上

に資料 2 とあるこちらの方はですね、島名小学校に在籍している児童、保

護者を対象に校名案の公募を実施するご案内の書面になっております。先

日メールの方でお送りした際には、冒頭のタイトルの部分に、（仮称）香取

台地区小学校等記載させていただいておりましたが、校名案を募集するに

あたって、仮称でもそういった香取台小学校という名前があると、そこに

引っ張られてしまう可能性もあるので、そこの方は表現を変えさせていた

だいております。また応募方法につきましては、今のところ電子申請と応

募用紙の応募というところを想定させていただいております。こちらも場

合によってはなんですけれども、保護者の方は電子申請のみですとか、あ
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と生徒の方は紙に書いていただいて、担任の先生に提出していただくとか、

そういった区分けの方もご検討いただけるかと思っております。あと４番

の注意事項の方もですね、先日お送りした資料の方では、１家庭１点とさ

せていただいてたんですけども、その際はごきょうだいがいらっしゃると、

ごきょうだい２、３人いても１件しか出せないということにはなってしま

うんですが、今回ごきょうだいがいる場合は１人 1 案までご提出いただけ

る形、また保護者の方は、お父様お母様のどちらか代表して１件出してい

ただくというところを想定をして、こちら資料を修正させていただいてお

ります。めくっていただいて応募用紙、こちらも先日、お送りさせていた

だいたんですが、１年生から３年生向けのひらがな表記したものと、４年

生から６年生用の漢字の方を使用したもの、２パターンご用意させていた

だいております。続いて資料３の方になりますけれども、こちらの方は校

章デザイン案の公募というところになります。こちらも校名案と同様に、

（仮称）香取台地区小学校といった呼称の方は控えさせていただいており

ます。こちらの方もですね、応募用紙は３パターンご用意させていただい

ております。１年生から３年生用、あと４年生から６年生用、最後に保護

者用としてご用意させていただいておりますのは、一番下の応募者氏名の

下のところにですね、もしデザイン会社等に勤務されてる方で、デザイン

に精通してる方で、ご協力いただける方がいらっしゃいましたら手を挙げ

ていただきたいなというところで、この欄の方を設けさせていただいてお

ります。以上でお配りしているところの資料の説明の方、終わらせていた

だきます。次に何かご質問等ございましたらお寄せいただきたいと思いま

す。以上になります。 

委員長：はい、ありがとうございます。今資料の説明をいただきましたけれど

も、今のところで、何かご質問がある方おりましたら挙手お願いできます

でしょうか。大丈夫でしょうかね。はい。 
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委員：校章デザイン案の 4 ページ目ですね、保護者用のところで 1 点ちょっと

質問があるんですけれども。デザインの製作いただける方はチェックを入

れてくださいとあって、それについては報酬はございませんということな

んですけれども、これはデザインを作った保護者の方は、私作りましたっ

て公表してもオーケーなんでしょうか。それとも、いやそれは控えてくだ

さいみたいな話になるんですか。 

事務局：どちらでもというところですね。 

委員：ありがとうございます。というのも、何て言うんですかね。私はデザイナ

ーではないんですけれども。なんかね自分の、関わりある学校に貢献した

いみたいな思いで、無償でもいいから私デザイン書きたいですって方って

いる可能性はあるなと思ってて、その結果採用された場合に、自分がデザ

イン会社に勤務してたら、私こんなことしましたって、ホームページとか

で言いたくなっちゃうだろうなって思う人もいらっしゃるのかなと思って

そう言ったときに、いやこれあくまでもこういったものだから、あなたが

作ったって言わないでくださいねっていうことであれば、先にアナウンス

しておいたほうがいいなと思いましたので、もし公表しても差し支えない

のであれば、このままの記載でいいのかなと思います。 

委員長：ありがとうございます。この件につきまして事務局から、ありますで

しょうか。 

事務局：校章デザインの権利といいますか著作権とか肖像権といったところは

基本的に教育委員会の方に帰属をしますが、そちらのデザインをしたとい

うところを、その方本人から公表していただく分には、特段構わないと思

います。 

委員長：では、本当に大丈夫ですか。今のご回答で。はい。ありがとうございま

す。 

委員：前回の資料をちょっと忘れてしまうっていうちょっと失敗してしまった
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んですけれども、これから、選定方法検討これから始まると思うんですけ

ど、資料１、資料２のスケジュールのところで、１と２だと、委員会の回数

がまず違う案になってらっしゃっていると思います。むしろ、１の案１の

方だと委員会の回数が増えてしまうっていう理解を今しました。前回説明

あったらちょっと忘れてしまったんですけれども、これ両方とも案１案２

ともに３月下旬に、校章案決定となっております。ちょっと私、案１案２

以外のことも含めて検討したいなと思ったんで、３月下旬の縛りが前回ち

ょっと説明あったかもしれないんですけど、３月下旬までに校章案は確実

に決めなくてはいけないのか、延長できないのかというところですね。あ

と委員会は確実に、案１でだと月１回ではなく、このように増えてしまう

のかいうとこでちょっとお話しを聞かせていただければと思います。 

事務局：まずスケジュールのところなんですけれども、一応校名の方は２月末、

校章の方は一応３月末とさせていただいております。校章の方はですね、

施設の工期の関係もありまして、教育施設課の小池の方からお話をさせて

いただきます。 

事務局：はい。私の方から、校章と校名をなぜこの時期を目安に決める必要が

あるのかについて説明をさせていただければと思います。今回香取台地区

小学校の校章と校名を施設のあらゆるところに利用したいと思っていま

す。例えば校門だったりだとか、あとは、学校の外壁にも、校章と校名のサ

インを貼っていきたいなと思ってます。それから、体育館の緞帳の方にも

刺繍を入れたいなと思っております。それの製作期間が、相当期間がかか

ってしまいますので、事前に我々の方でも請負ってるゼネコンさんの方に

も確認をさせていただいたんですけれども、やはり逆算していくと、この

時期が限界かなというようなところで今回はこのスケジュールで、示させ

ていただいております。 

事務局：すいません。案１と案２でちょっと委員会の回数が違うというご意見
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をいただいたんですけども、こちらあくまでも案としてご提示させていた

だいておりますので、この回数をしなければならないという縛りはござい

ませんので、進捗状況に応じて、適宜この委員会を開催いただいて、最終

的に、本当にタイトなスケジュールで申し訳ないんですけども、２月末ま

で校名案、３月末まで校章案の方をご決定いただきたいと思っております

が、以下の方でよろしいでしょうか。 

委員：大変理解できました。ありがとうございます。 

委員長：大丈夫でしょうか。はい。 

委員：よろしくお願いします。関連した質問で、３月末の制約の理由はよくわ

かりました。ちょっとよくわからなかったのは、以前に拝見した学園の森

の時には、決定のタイミングが議事録とかいろんな資料を見ると、６月と

か７月になってたんですけど、開校時期は基本は春だと思うんですが、我々

は年度の関係が年度っていうか、相対的な時間の関係がよくわからないん

すけど我々は、学園の森より大分遅れているっていうことなんですかそれ

とも早いタイミングで決めなきゃいけないっていう状況になってるんです

か。 

事務局：学園の森とみどりの学園に比べてちょっと早い形になってますね、ス

ケジュールとしては。 

委員：もうそれは、ゼネコンさんとの関係でそうなってるということなんです

ね。 

事務局：はい。今、新型コロナウイルスの関係で、様々な部材の納期が非常に伸

びている、本当に先が見えないような状況になっています。あと今回の一

番の大きな理由としては、外壁の上の部分ですね、３階部分のあたりに、

校章を付けたいなと思っているところなんですけれども、そこに設置をす

るのに、重機がなかなか入っていけないんですね。そうなってしまうとま

だ足場が組んである段階で、設置をする必要があり、ほぼ建物ができあが
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って外構もできあがってからの設置っていうのがなかなか難しくなってし

まうという事情もあります。それらを含めて、もろもろ考えた結果、逆算

していくと、やはりこれぐらいの時期になってしまうというようなことで

した。ちょっと本当にタイトなスケジュールになってしまって恐縮なんで

すけれども、ご理解いただければと思います。 

委員：はい、了解しました。ありがとうございました。 

委員長：はい。ありがとうございます。他に何かご質問ありますでしょうか。 

副委員長：すいませんスケジュール案で、案１と２の違いで、案１の方が校名

案が校章案に反映できるみたいなところがポイントとして書かれてる、こ

のイメージはこのアンケート実施のタイミングと公募実施が一緒なので、

その校名候補が、校章に反映できるって意味合いでしょうか。 

事務局：はい。おっしゃる通りです。 

副委員長：確定してる校名はなくて校名候補で、羅列されてるものをイメージ

しながら校章が作れるっていう意味合いですか。 

事務局：そうですね、学園の森の緑の学園も同様の形だったんですけども、ア

ンケート用紙が 1 枚あって、上の方にずらっと候補が並んでいてそこに丸

をつけていただいて、その丸をつけたものから着想を得て、下に校章デザ

インを書いていただくというようなところの、やり方をやっていたのでそ

こを想定した形になっています。 

副委員長：意味がわかりました。ありがとうございます。 

委員長：他ございますか。はい。どうぞ。 

委員：全般の質問でよろしいですか。この後、ステップバイステップで何か物

を決めていくという段取りがあるんじゃないかなと思うんですけど。その

前に一通り質問はしてしまっていいということでしょうか。 

委員長：はい。 

委員：資料２資料３で、まず、対象は、これを読むと、島名小学校に今通ってい
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る生徒、実際に新設校に行くかどうか関係なく、全員を対象とするという

考え方なのかどうなのかということがまず 1 点目。あと、電子申請と応募

用紙による応募っていう二つのやり方で、保護者は電子申請、生徒は応募

用紙っていうことなんですけど、生徒の応募用紙の方は複数出すのを、排

除できると思うんですが、一方で電子申請っていうのは、関係ない人が出

してくることを排除できるような仕組みになってるんでしょうか。あるい

は、それはもう許容するという考え方なんでしょうか。 

事務局：電子申請の重複ですとか、対象外の削除については、メールアドレス

を最初に、サイトにアクセスした際に登録をして、その１アドレスから１

回しか登録できないような形になっていますので、基本的にはその一つの

アドレスからは１回しか応募できないで、さらにその応募内容の中に、保

護者説明会で、ちょっと活用させていただいたんですけれども、お子さん

の学年とクラスとお名前を入れていただいて、同じ方が登録していないか

確認するということは可能かと思います。対象外が応募してしまった場合

のその除外できるかどうかについてなんですけれども、基本的には対象外

の方応募されてないという前提で作り込んでいく予定なんですが、そうで

すね意図して、対象者であると名乗って登録してしまうとこちらもなかな

かそれを発見するのは難しいんですが、基本的には対象外の方は登録でき

ないようなフォームを作る予定でいます。 

事務局：またすいません、1 点目の在学のすべての生徒を対象にするかというと

ころはこちらも記名ではございませんで、全生徒を対象にしてもいいです

し、新しい学校の方に通う生徒に限定してもいいですし、そこは、失礼し

ました。基本は全員というところで、さらにそこから広げるか、例えば今

年の４月に入ってくるお子さんとかも含めるのか、またそれ以外のつくば

市内の広い範囲でいうとつくば市内の在住の方も含めるのか、そういった

ところはこの委員の中でご議論いただきたいと思います。 
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委員：１点目の、全員を対象にする考え方っていうのは基本は、島名小学校と

の繋がりも大切にしてみんなで新しい学校を作っていこうというような考

え方なんでしょうか。 

事務局：はい。基本的には新しい学校なので、行くお子さんたちには、自分の行

く学校だって認識をしてもらいたいって部分はあるんですけど。片やクラ

スの中で、この子はやるこの子はやんないってことになると、やりたかっ

たのにとかいろいろなことも出てくると思いますので、全員を対象とした

上で、あくまで強制ではないので、自分が今のところまだ学区は最終的に

決まってませんけども、学区じゃないお子さんもお出ししてもらっても、

それは大丈夫ですよっていうほうがいいのかなと。あくまでも完全学区の

子だけしかやんないっていうことは、ちょっとどうかなと思いますので、

皆さんを対象として、希望制というような感じが、出したいって人はお願

いしますっていう方がいいのかなとは思ってます。 

委員：はい、わかりました。考え方、了解しました。ありがとうございました。 

委員：今のお話でちょっとせっかくなので、学校の先生から見た視点の意見を

いただいてると参考になるなと思ったのでもしあればお願いします。 

委員：はい、様々なご意見ありがとうございます。今の件ですけれども、子供た

ちの心情を考えると、みんなで新しい学校のことを考えようということが

いいと思います。教育の機会均等というのにもかなっておりますので、ぜ

ひ全児童で参加させていただければと考えております。よろしくお願いし

ます。 

委員長：はい。ありがとうございました。今ほどですねいくつかの質問の中で、

これから審議というか皆さんで協議をしていこうという内容も入ってきま

したので、ここまでのことで質問大丈夫ですか皆さん。はい。ではまず最

初になんですけども、今回の一番の議事であります。選定方法の検討につ

いては、以前に委員の中からも、公募でっていう形で一致していたかと思
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うんですが、その件に関してここでまたちょっと考え方を変えましたとい

う方はいらっしゃいますか。公募をしていくということで、先ほど市から

の用意していただいた資料に基づいてということで進めさせていただいて

よろしいでしょうか。はい。では、先ほどの質問にあったかと思います。こ

の校章案決定の時期ですね、この３月下旬というものが、ずらせられない

のかどうかという部分において市からの回答いただきましたけれども、こ

の時期に関しては、ここの着順ということで決定していく、そうなった時

にここを基準に遡ってスケジュールを考えていくことになると思います

が、ちょっとこちらの協議に移って参りたいと思います。まず今日、先ほ

ど資料いただきました１ページ、公募ということでいきまして、そのあと

皆様にお聞きしたのが、案の１と２がありまして、皆さんから案１でとい

うことになりました。そうすると今日ご用意していただきました資料にな

りますと、１がベースになってくると思うんですけども、こちらの進め方

についてまたここで異議ある方いらっしゃいますか。よろしいでしょうか。

はい、ありがとうございます。ではここからなんですが本日が第２回の委

員ということで１月 14 日で、この後、公募実施という形に入っていくかと

思うんですけども、先ほどありました対象については市からの考えもいた

だきました。やはり、私個人でも思うには島名小学校に通っている現時点

で募るということは、やっぱそこに線を引いてしまうと、子供の気持ちと

考えると、ちょっと複雑なものになるかなというふうに考えます。やっぱ

り学校の現場握ってくださっている先生方の心情も考えると、やっぱり同

じ空気の中で進められるのがいいのかなと思うと、島名小学校児童全対象

という形で考えていければなと思うんですが、皆さんのお考えも何かあり

ますでしょうか。大丈夫ですかね。ありがとうございます。この公募実施

なんですが、そうなってきますと１月中旬となりまして今日はもう中旬な

んですよね。そうするともう結構詰まってくるんですが。一応ちょっと私
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からなんですね、応募の対象と合わせてちょっとお考えいただきたいのは、

その対象をどこに絞っていくかだと思います。島名小学校児童、ここはわ

かりました。これを例えばつくば市全体に広げるのか、大まかな話で言い

ますと、どこまでの公募を募るか、範囲をどこまでに絞っていくのかとい

う部分なんですね。その一つに新入生ということで、今もう年度を意識し

たいろんな準備が始まってますけれども、島名小学校においては、１月の

27 日木曜日が新入生保護者説明会を予定しております。 

委員長：一応私のイメージ的には、新入生も対象と考えてこの公募の対象と考

えたときに、この新入生保護者説明会の資料の中に、この応募用紙を閉じ

込むことがまだ今なら間に合うかなと思うんですね。なぜかというと、理

由もそこにありまして、やっぱりこの１年間は新設校を意識しながら子供

たちも学校生活を送ることになると思います。４月に新入生が入ります。

現１年生、新 2 年生からは雰囲気も何となくできてるところに新入生だけ、

ポカーンとした、そこも一つ何か見えない空気を作りたくないなっていう

思いもあるんですね。その時に、新入生も対象として考えていけたらいい

のかなあっていうところは考えてますが、その件に関してまずご意見何か

ありましたら。 

委員：新入生はこれから長い期間その中の何割か大部分、かなりの数の人たち

は新しい学校で過ごすことになるわけですから、当然最重要なステークホ

ルダーだと思うので、やり方がそれができるんであれば、この今のタイミ

ングであれば、新入生説明会とかにちゃんと間に合ってできるんであれば

新入生を対象として含めることは大賛成です。一方で、先ほどつくば市全

体とかそうなると、もうほとんど関係ない人たちがたくさん応募してくる

可能性があるので、この学校に自分たちの生活が変わらない人たちまで入

れるのはちょっと私は反対です。以上です。 

委員長：ありがとうございました。 
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委員：いつ学校を引っ越しするかとか、もう年長でもすごくわかってるので、

できれば入れた方がいいかなというのが意見です。 

委員長：ありがとうございます。皆さんでまとめていければいいかなと思いま

すので、お願いというよりかはそのように進めていければいいかなと思う

ところなんですけども。 

委員：今の新一年生の来年度新一年生の話は出たんですけど、新設校の開校が

令和５年４月、来年の春です。なので、新設校の一年生は、今の年中ってこ

とですよね。年中の親御さんなんかはかなり思い入れがあるのかなってい

う思いもあるんですね。ここはこっから一案なんですけど、全く関係ない

人っていう、どう意見までっていうお話が今あったんですけど。例えば市

内の幼稚園、保育園に通知文を出して電子申請を可能にする。ていうのも

一案なのかな。そうすれば新設校の新一年生も親御さんも公募に参加でき

る。ただそれによってちょっとこのスケジュールの期限が決まってますん

で、それが可能かどうか事務局にちょっと相談して、お話をうかがわなき

ゃいけないとは思うんですけど、それも考えてはどうかなと私は思いまし

た。以上です。 

委員長：ありがとうございます。補足というか私の捉え方がどうだったかなん

ですけども、先ほど仰っていただきました、例えば私が先ほど例えが大き

すぎてつくば市全体っていうことに対してのご意見だったと思うんです

ね。なのでそこに関して、例えばその、仮称になりますけども香取台地区

小学校にあまりにも離れている方からの応募というものは、ちょっと反対

したいという意見で私は捉えたんですね。そこに先ほどの案ということで、

（仮称）香取台地区小学校を学区内とする、例えば水掘、諏訪入りますけ

ど、この方々は、その小学校に通ってる通ってないではなくて、その地域

と捉えての応募対象にしていったほうがいいんではないかなと私は、ちょ

っとお二方のものをまとめて思うんですね。わかりますか。年齢とかで切
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るんではなくて、その地域を考えたときに、（仮称）香取台地区小学校に関

わる地域を対象としての公募。年中さんでも、もうやっぱり興味が、そこ

も工事も始まり、目に見えて学校ができるこれは誰もがわかっていくこと、

そうなると、学校に通ってるからどうのではなくてそこの地域の人として、

公募の対象にしていった方が、いいのではなんて思うんですね。だから私

は先ほどの意見は、あまりにもこう離れたところからの人たちは反対です

に捉えてしまった、かといって将来を見据えて関わる人達まで反対します

っていうような言い方と私は捉えてなかったので、今の意見になってるん

ですけどいかがですか。 

委員：私は、まず、例えばつくば市全体を対象として、その名称の募集をします

というような全く関係ない人が、この土地がどういうところから住んだこ

ともなければ関わりもない人たちが応募してくることはやっぱりそれでも

多分、そういうチャンスってなかなかないので応募してくる人が出てくる

と思うんですけど、もしもそうすれば。でも、それはやっぱり違うんじゃ

ないかなという意味です。だから、委員長が言われた解釈の通りですで。

次に、年中とかこの後、新設小学校に通う子たちっていうのも、この期間

で募集することが物理的に可能であるなら、当然入れてもいいのかなと、

その意見を入れてもいいのかなと思います。委員長が言われた通り、この

新しい小学校はこの地区のみんなの小学校ということを考えると、地区全

体の募集を受け入れてもいいのかなと思うんですけど、ただ一方でちょっ

と気になるのは、就学年齢、この学校に通う子供やその親とそれ以外の人

たちの比率が、それ以外の人たちが多くなりすぎるようだと、ちょっと何

か意見が、本当に通うステークホルダーとして関係しうる人たちの意見が

一番尊重されなくなるんじゃないのかなというのはちょっと懸念するの

で、ちょっとだから、学校に通う家庭とその子供たち以外まで受け入れる

かどうかっていうのはちょっと、よく考えた方がいいのかなとは思います。
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ただ実際には、おそらく人口構成で香取台ってほとんど、小学校か中学校

ぐらいの、子供がいる家庭が大部分で、それ以外の家庭がそんなに、現実

的にたくさんあるかというと、それ以外の家庭の人たちの応募がそれほど

多いかっていうと、そんなに多くないような気がしますが。以上です。 

委員長：ありがとうございました。ちょっとすいませんここで事務局にちょっ

とマイクを。はい。すいません。お願いします。 

事務局：総まとめで、考えていただきたいこともお話します。まず新一年生に

つきましては、現状、入学説明会をやる以上、今の段階で、現段階での学内

の方、島名小のお子さんはすべて把握してるわけなので、その方達にお出

しすることはできます。なお、現状の年長さんたちはお出しすることがで

きます。また、年中さんになりますと、先ほどの島名小学校区内の幼稚園

とか保育所っていうことになると、その方が実際に小学校区内のお子さん

すべてがそこにいるかっていうとそうじゃない場合があります。新一年生

は全員把握することができますけども、その下のお子さんたちについては、

できません。我々行政なので、住民記録データを使えばできることはでき

ます。ただ、なぜ送られてきたのっていうことが一番出てきちゃうので、

それはちょっと難しい部分があるので、そこはまず考えていただきたいの

でどうするか。まず、こちらでお話した通り、在学生と新一年生、その保護

者さんっていうのは、やった方がいいのかなと思いますけどもそれをどこ

まで広げるかっていうのは、考えてもらいたい。この間学森でやったとき

には、インターネット、ホームページで、市内在住の方はやってもらいた

いっていうのが出ました。フォーム的には、電子申請でやりますので、ど

こに住んでるとかって全部選ぶようにすれば、先ほどのように、島名に関

係ない方は出してこられても、その人たちの意見はこんだけだってのは拾

い出すことはできます。ただ、その反面、本当に先ほど言ったように市内

全部に広げるかどうかってまず島名小の学区のお子さんで島名地区の方に
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するのか、もうちょっと、学園線なので、高山中学校までの方まで広げる

のかっていうことがだんだんと出てくると思うんですが、片やその場合に

は、どういう告知をするかっていうことだと思うんですね。区会とかがな

いとこもありますから、そこまで広げた地域に対して、どういうふうにこ

の募集をお知らせするかっていうこと、手段を考えなきゃいけないので、

現行とすると、一番いい方法って見つからないんですよ。皆さんにお知ら

せできるのは、ホームページの掲載になっちゃうので。そうすると、ホー

ムページに、高山地区だけで、中学校区だけですよって島名小学校だけの

人ですよって書いたところでどうなるかっていうことになりますので、そ

こで、住所を選んでくださいっていうふうにすれば、この人は島名地区じ

ゃないとかっていうのはわかりますけども、そういうことが出てくるので、

そこをまず段階的にいろいろ、決めてもらったほうがいいのかなと思いま

すね。今の考えはそこがちょっと問題点があるかなと思います。 

委員長：ありがとうございました。今事務局からの、お話を踏まえてこの後、皆

さんからの意見という形で出していただいて、進めていけたらと思います

ので。 

委員：すいません。私の気持ちとしては、できるだけ広い方に、下の方の学年の

方まで、通う可能性がある方にご参加いただければ一番いいんだろうなと

は思うんですけれど。やはり今この地区に住んでいる方だけではなく、そ

の小学校入学に合わせて引っ越されてくる方ですとか、そういった方も、

かなりいらっしゃるかと思いますので、そこに合わせてライフプランを作

ってらっしゃる方結構多いかと思われますので、そうなったときに、この

地区に住んでいる、例えば年中さん年少さんは、このアンケートに参加で

きて、それ以外の、新しく引っ越された方は参加できないってなると、逆

に不公平感が出たりすることもあるのかなっていう懸念があります。なの

で、気持ちはあるんですけれど、ある程度、足切りというか、基準を決めて
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その新一年生のところまで新入生の説明会に参加したところまで、ていう

形で決めるとか、そういう形にしないと、ちょっと、全員にっていうのは

難しいのかなというふうに思います。 

委員長：はい。ありがとうございました。ほか、ありますか。今スケジュールに

合わせて考えていきますと、先ほど事務局からいただきましたことも踏ま

えて考えるとやっぱり手段になるのかな、そこが一番大きなものになるの

かなと今考えてました。やっぱりその在校生となると応募の方法も、もう

明らかになってますけど、年中まで下げた時、現小学校との繋がりがあり

ませんってなった時の手段、じゃそこまでにしましょうって決めました、

この後そうすると手段を決めていかなきゃいけないと思います、どうやっ

て募っていくか。そこで案がいっぱい出て、いい方向に行けるのが理想な

んでしょうけど、このスケジュール、見ても皆さんタイトだってのはもう

十分理解していただいている中でのもので、進めていくってなったときに、

やっぱり先ほどおっしゃっていただいた気持ちわかります。人なのでね、

思いはやっぱり必ずしろ何かしら出てくる、でもどこかでやっぱ線引きは

していくべき決断が必要なのかなと思うところで。ちょっとすいません、

皆さんから何か、ここまででご意見がありますか。 

委員：えっと、区切りでね、今の年中さんっていうと微妙なラインだと思うん

ですよね。年少さんとかもいて。ただ、次の新一年生になる方は、今月の説

明会があるのでちょうどそこで区切ると、いいのかなって個人的には思う

のと、あと、先ほどちょっとスケジュールを見たときに、新一年生の方は

校名案の回収は間に合うのかなって。電子申請は良くても生徒の方は多分、

間に合わないのかなって私は思ってしまったのと、あと校章案の方の、ア

ンケート実施のところの、６年生の継志式が３月 18 日っていうことで、そ

こが、どうしてもぎりぎりなところのスケジュールにはなっている。なの

で、新一年生は校章案からは入ってもらえるけど、今の現 6 年生は、校名
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案の方を担当してもらうっていう形で 6 学年、関わるような、切り替わり

でもいいのかなと個人的に思ったんですけれども。 

委員長：ありがとうございました。今ちょっとすいません追加資料をいただい

てますけども、具体的に時期を入れていただいたものを配布いただいてお

ります。そちらの 1 ページの一番左側に具体的な期間、これは案ですので

決定ではないということを見越していただいて、ご覧いただければと思い

ます。このようなスケジュールに辿っていった場合、一年生の対応はでき

るのかなという部分では、ちょっとやはりその校章案決定がもう決まって

る以上は、どこかでやっぱこうスケジュール調整するときに、校名案の公

募のその期間、これは長いと思われるのか短いと思われるのか、この感覚

だと思うんですね。校名案って何となくやっぱり、時間があって、思いつ

くものなのでしょうか。それもわかりませんね。はい。時間が必要な方も

いらっしゃるでしょうし、時間がなくてもっていうところだと思います。

この、先ほどいただいた案の具体的な日にちから考えての 1 月 27 日この日

にちに入れているのは先ほど申しました。島名小学校新入生保護者説明会

の日がこの日になるんですね。ただ、もしかしたら新入生はこの日に催し

でもいいと思うんですけど、在校生は、もしかしたら、もうちょっと何日

か前に、学校として配布いただいて、ちょっと早めに在校生ですね。だか

らこの 27 に合わせなくても、何日か前から考えてもらってもいいのかなっ

ていうのはあります。ただ、この 2 月 2 日のこの締め切るここの候補決定、

実施機関がもうちょっと前倒しにできるかできないかっていう部分だと思

うんですけど、ちょっと皆さんで、期間見ていただいて、いかがですかね。 

これ多分長い時間がやっぱあったほうがいい、ない方がいいの議論になる 

と多分まとまらないと思うんです。人によって感覚って違いますし。もう 

すでにでき上がってる人もいるでしょうし正直、ちょっとね、1 年あれば 

考えられるかと言ってもどうなのってなるところなので、その辺踏まえて 
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何か、いかがですか。 

委員：校名はそんなにバリエーションはないのかなと思って、何らかの地名と

か皆さんの頭ん中にあるようなものの組み合わせか、それ単独しかもう多

分、ないでしょうから、それほど校名は時間をかけなくてもいいのかなと

私は思います。 

委員：皆さん多分頭の中で描いてる校名って大体もう絞られてると思うんです

ね。多分笑ってらっしゃる方、私ももう候補決まってますから。なのでそ

んなに時間を設けなくてもいいんじゃないかなって。公募から決定までっ

て思います。以上です。 

副委員長：都内の新設校って自由に結構付けてて、その地区に関係ない、例え

ばきらりとか翼とか、未来とかがついてる学校あるんですけど、だから、

そういうのが出てくる可能性もあると思ってるんで。必ずしも香取台地区

なんちゃら小学校みたいじゃないものも多分出てくると思うんで、そうい

う公募なのかなと思ってるんですけど。私が勘違いしたのかなと思って。 

委員長：内容がちょっとずれてきてしまって、ちょっとここで名前を決めるわ

けではありませんので、ちょっとすいません、もうちょっと冷静に。ちょ

っと事務局にちょっとお返しいたします。 

事務局：この今追加資料でお出ししたのをちょっと見ていただきたいんですけ

ど、当初の資料 1 で見ていただいても構わないんですけど、これは 2 月の

下旬までに決める案で、見ていただくと公募をやった後、確かに今のお話

だと、今までやってきてもいろんな名前が出てきます。香取台って出てく

るのか、いろんな名前が出てくるのかどうか、多くが偏ってくるので、全

員がこれって出てくることはないですから、その出てきた多い中を 5 個と

か 10 個絞って再度アンケートをやるっていう形のパターンなんですね。そ

うではなく、思い浮かべてあるよ、いろんなことも出るよと、もう全部１

回出てきたのもここで今度決めちゃいますよ、子供たちに再度折り返して
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アンケートしませんっていうんであれば、時間をもうちょっとずらした形

でもできます。ただし、ここで皆さんで 1 回で決めてもらうようになるの

で、いろんな名前から決められるかっていうことが一つあります。学森の

ときも、前の資料とか見てもらうと、10 個ほど選んでもらうようにしまし

た。学園の森っていう場所ですけど、学園の森だけじゃなくて、コストコ

とかいろんな名前出てきますので、秀峰なんかの場合は秀峰筑波と筑波秀

峰とか入れ替わりのような名前でもいっぱい出てきたりしたので、何パタ

ーンか多いのは、必ず出てきます。それが、僅差となる場合、10 票差で 1

と 2 がある場合も出てくるので、それをもう本当に、ここで選んでますよ

っていうふうにすれば、当然このアンケートを実施することがないので、

時期は変わりますけど、そこも含めて考えていただいた方がいいのかなと

思います。 

委員：すいません。このアンケート実施で、ある程度絞り込んで、またアンケー

ト公募すると思うんですけれども、最初のアンケート用紙になぜその学校

の名前を利用したか理由を教えてくださいという理由をきっと皆さん書い

てくれると思うんですけれども。さらに、例えば 10 個に絞ったアンケート

を、この中からどれがいいですかっていうアンケートの下に、例えば香取

台だったらその理由とかも一緒にアンケートに載せるのかどうか、載せた

ほうがいいのかなって自分思ったので、ちょっと質問させていただきまし

た。 

委員長：今のお話をまとめますとアンケート公募を募って、絞り込みのときに、

例えば、ここ絞り込みました、その絞られた、選ばれたって言えばいいん

ですか、その方々は、応募した時に理由を書いてるのでその理由までも、

このアンケートに載せて、アンケートを実施した方がいいんですかという

ことで、よろしかったですかね。事務局からお願いします。 

事務局：多分、ここの用紙ですと、考えた名前と理由を書いてもらうので、同じ
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名前でも多分理由が違う場合があるので、それはアンケートを今度 2 回目

にやる時ですよね、最終絞ってもらう時には名前の脇に、理由とか、同じ

ならもうまとめちゃいますけど、何個が書いて、それでマルつけとかして

もらうような形は、いいのかなと思います。ただ名前だけじゃなくて、こ

の名前の由来が多分ないと、皆さん選ぶとき大変になると思うので、その

由来っていうのは、多いものを大体書いてという形で何個か書いてマルし

てもらうのが、次のアンケートになるかなと思いますけど。 

委員：確認なんですが、先ほど検討に時間をかけることができるっておっしゃ

ったのは、アンケートせずに、公募で上がってきた案を元にここで決める

っていうふうにやればっていうことでいいですかね。 

事務局：そうですね。はい。 

委員：わかりました。今事務局からいただいたご提案だと、ここの私たちの責

任がその重たくなりますよね。なので私はそれは嫌だなと。結論的にはこ

のプロセスが一番私はいいかなと思っています。期間的にも、公募期間こ

れだけ期間あれば。３日ひねったら良いアイディアが出る校名にはならな

いと思うので。はい十分かなと思いました。はい。 

委員長：ありがとうございました。では今おっしゃっていただいたことに関し

て、何か異議ある方いらっしゃいますか。 

委員：いろいろなご意見とてもそうだそうだなっていうふうに感じているんで

すけれども、学校の立場で申し上げますと、本当に皆さんに今ご心配をか

けている状態で、本当に申し訳ありませんが、今後学校がもしかするとど

うなっていくか、非常に不安ですよね。休校とか学級閉鎖とかですねいろ

んな学校で、さらに出てくる可能性があると思います。この新入生保護者

説明会の持ち方も、実は今検討しておりまして、もしかすると、大幅に例

えば、どういうふうにするか、来ていただいて 160 名以上の方が今度、新

入生として入っていらっしゃるので、本当は来ていただいて、説明をした
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いんですよね。でもそれも希望制にしなければいけないとか、動画で取っ

ておいて後日配信するとかですね、そういうところまで今考えているとこ

ろなんです。ですからこのスケジュールは理想のスケジュールなんですが、

もしかすると休校になるかもしれないんですよね。そういうところも考え

ると、やはり、たくさんの人のご意見は聞いてみたいなとは思いますけれ

ども、やはりある程度絞っていただいた方が良いのではないかと。あと、

新入生は名簿の方もいただいてますし、連絡先もわかっております。あと、

学校からの緊急メールをもうすでに入ってもらうようにしたんですね。で

すので、そのメールのシステム等を使えば、きっと電子アンケートですか、

というのも可能だとは思います。ですから、新入生、今の年長さんまでは

おそらくスムーズにいけると思います。ただその下の方々は申し訳ないん

ですが、どなたがどうなってるかわかりませんし、これからの状態で、市

の方で、その方々をピックアップするとか非常に難しいと思うんですよね。

ですからある程度申し訳ないんですけど、新入生までくらいがいいのかな

というふうには感じました。すいません。いろんなご意見はあると思いま

すがやはり、当事者意識がやはり大事だと思うんですよね。本当に入って

くる私たちの学校、僕たちの学校っていう、ところでアンケートを取った

方がみんなの気持ちが一つになって、校名が出てくるんじゃないのかな、

決まるのかなというふうに思いますし、子供たちに例えばアンケートをさ

せる場合、おうちに持ち帰らせることもできると思いますが、配った段階

で、趣意説明をすると思うんですよ。この学校新しくできる学校はこれか

ら、何十年もしかすると 100 年以上続くんだよ。みんなで本当に、希望に

満ちた名前つけようねっていうようなことを多分言うと思うんです。だか

ら大人の皆さんはもう決まってるっておっしゃるかもしれませんが子供た

ちはそうではないし、やはりそうであってはいけないのかなと思っていま

すので、やはり時間も必要でしょうし、年長さんの方には、うまく、新入生
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説明会の時にお伝えできれば良いかなというふうに思っております。どう

ぞよろしくお願いします。 

委員長：事務局お願いいたします。 

事務局：先ほど校章案の方も含めて、これ時間的に早いんですかっていうこと

でも話あったと思うんですけど、学森とみどりのについては資料を見ると、

4 月入ってからに実施しましたので、新一年生ってやっていないんですね。

ただ、今この時期なので、新一年生も入るのはわかってるので、我々はや

ったほうがいいんじゃないっていうふうに考えています。そこがまず、み

どりのと学森との違いですね。それと、お話しされた通り、学校の名前っ

て私が関わってくるまでは、こういうふうにお子さんとかにアンケートを

とって作ってないんですよ。教育局で作ったりとかしてるので。そのやり

方をすれば当然できるのはできるんですけど、やっぱり通ってもらうのは

お子さんなので、自分が行く学校っていうのを親しみを持ってもらいたい

ので、名前も体操服もいろいろ決めてもらいたいなと思います。一つだけ

ちょっと、ご説明したいのが、この学校名につきましては、お子さんたち

のアンケートをとります。この後、ここで皆さんにいろいろやっていただ

いて最終的にアンケートの結果として一番多いからここにしましょうかっ

ていう話になった場合でも、これは申し訳ないんですが、最後条例とかで

の設置になるので、市の内部で、その委員会ではこういうアンケートの結

果をもとに一番なりましたよってお話をしますけども、それが最終的に

丸々決定するかっていうと、確定ではありませんので、それはちょっとご

理解いただきたいなと思います。 

委員長：ありがとうございました。ではですね、ちょっとまとめていきたいと

思うんですけれども。まず、ちょっと戻りますね。公募の対象ですね。いろ

んなご意見等上がってきましたけれども、事務局からの声も参考にしてい

ただきながら、最終的なもので決めていきたいと思います。まずこの対象
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者に関しましては、一応今、相対的にまとめると、今の学校の現状もお話

いただいて、皆さんもちろん保護者の理解もしているところだと思います。

ただ、新入生保護者説明会がどういった形で行われるにしても、この対象

者については、新入生も含めてのものと考えていきたいと思うところ、こ

れに対して異議ありますか。皆さんいかがですか。 

委員：あの異議ではないんですけど、私の個人的な意見としてですね、多分リ

アルな場で開催できない可能性もあるので、私としては新入生に関しては、

保護者と含めて、電子申請で申請してもらう形がいいかなと思ってます。

そもそも字が書けるのかなって話もありますので、オンラインで保護者と

一緒に話し合って決めた案を投票してくださいっていいのかなという思い

があります。以上です。 

委員長：そうですね、それはありがとうございます。方法としてですね。なので

対象としては、入れてということでのご賛同でよろしいですね。ありがと

うございます。そうしますとまとめますと、島名小学校の児童とその家族

というか、ということでよろしいですか。続いてなんですけども、先ほど

事務局からもありましたこのスケジュール等、公募で応募が上がってきま

した、これを絞って、要はアンケートをしていくパターンなのか、先ほど

委員からもありました責任が重過ぎる私は反対ですとありました。この場

で決めていくのかそれによって期間が違ってきますので、その部分につい

て、どうするかっていう部分です。なので、ちょっとこの辺ちょっとまと

めていきたいところではありますので、皆さんからご意見は先ほどいただ

いたと解釈しておりますが、まだ何かありますっていう方はここで。大丈

夫ですか。はい。では応募集計していただいたものをアンケートにかけて

いって決定に向けていった方がいいんではないかという方ですね、挙手を

お願いいたします。ありがとうございます。全員一致ということで委員の

中での進め方としましては、ではアンケートに入っていくということで。
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そこには名前に関しての理由もつけての、選んでもらうという形っていう

フォームになるのかなと思います。で、アンケート実施した後、そうする

とこの後、校名案が決まってきまして、校章という形になってくると思う

んですが、校名案に関しましては大丈夫でしょうか。あとは時期ですよね。

この開始日ですよね。応募の要は開始日になってくると思います。すいま

せんちょっと私から事務局に質問です。先ほど具体的に入れていただいた

この時期の案、これで、もう進めていきたいですっていうのであればもう

このまま。 

事務局：追加資料の方に、左上に案 A、そのあとめくっていただくと、案Ｂがあ

ります。案 A の方は 1 月 27 日の入学者説明会をスタート時期として設定を

させていただいてるもので、案Ｂの方は入学者説明会よりも前からスター

トする想定で書かせていただいています。ただこのスケジュールも決まり

ではないので。 

事務局：今の中で、新一年生を対象とするっていう話になったので、この案Ａ

なんですけども、先ほど出たとおり、これは新一年生も一緒にまとめての

話なので、始まりが 1 月 27 日ですけど、新一年生だけは 1 月 27 日からに

して、先ほど言った在校生についてはもうちょっと早めるっていうんであ

ればそれは二つの、期間が設けられると思うので。ただ終わりを 2 月 2 日

にして、長さを別々にするっていうのはできると思いますので、そうする

のか、案 A の通り新一年生とまとめて、27 日から 2 日までするかっていう

話なのかなと思っています。 

委員長：ありがとうございます。 

委員：事務局の今言われたアイディアで、要は在校生はもうこういう募集があ

りますって早いうちに周知して、もう考えてもらった方がいいと思います。

何も新入生説明会を待たなくてもとりあえず展開だけ、在校生にはしてし

まって、結果的には新入生説明会の後の新入生の募集があるので、結果的
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には、第３回委員会が 2 月 4 日という制約にはなってしまいますがちょっ

とだけでも在校生が考える時間が長いという方がいいのかなと思います。

以上です。 

委員長：はい、ありがとうございます。事務局からお願いいたします。 

事務局：そうなりますと、決めていただくのがちょっとあります。それは、お手

元の資料の資料 2 と右上に書いてあるのを見ていただければと思うんです

が。これが、在校生と保護者の方にお出しする鏡文です。その下が、1 から

3 年生用の応募用紙、その下が 4 年生以上の応募用紙になってますので、

この内容を見ていただいて、もうちょっと追加とか何かがあれば、今日、

決めていただければ、もうちょっと早めに在校生にお出しすることが可能

です。新一年生につきましては、先ほどこういう機会なんで説明がどうの

っていうことですけど、住所全部リストありますので、我々もともと考え

ていたのは、当日開催していただければその時に説明とお渡しもした上で、

欠席者については郵送してしまおうかなと考えてましたので、当然できな

い場合は全員郵送してしまいますので 21 日からできるかなと。この間学森

とかでも出たんですけど、新一年生については、電子申請で出してもらう、

その場合は、新一年生も児童用のと保護者用のＱＲコードをつけて、申し

訳ないけど保護者さんに子供さんの分も申請をしていただく手続きをして

もらうっていうこともできるかなとは思ってますので、早めに在校生を出

す場合には、今回のこの資料 2 とかを見ていただいて決めていただければ、

21 日よりもっと早くお出しすることは可能ですね。 

委員長：ありがとうございます。事務局から今のようなことはありましたので、

ここで決まらないとまたちょっとこれ持ち帰りで、私とのやりとりの時間

が始まります。ここで決めていきます。 

委員：すいません。質問 1 点なんですが、ちょっと皆さんご存知の通りこのコ

ロナの感染状況が日々刻々と、ひどい状況になってきてる中で、例えばな
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んですが、在校生、今、パソコン 1 人時代やってますよね。持って帰った

りしてるじゃないですか。用紙を配るのと同時に、例えばパソコンで、オ

ンラインで、例えば投票するとかっていうのは、できたりするんでしょう

か。結構、うちの 5 年生と 3 年生ですけれど、ある程度学校からの課題と

かは自分で勝手にできたりするので、できる学年の子は、そういったこと

もできれば、例えば急に休校になって、アンケートの回収ができないとか

そういったことに、対応少しできたりするのかなとも思ったりはして。今

そういう、ことができるかどうかをお伺いしたいです。 

事務局：できれば理想かなと思うんですけど、おそらくお子さんが持ってるパ

ソコンって、先生と学校さんとのやりとりなので、あれってインターネッ

トとかメールができるわけじゃないと思いますので、持って帰っていただ

いて、直接こちらにデータを送っていただくことは難しいかなとは思いま

す。 

委員：この用紙で配布になった場合は、そもそもなんですけど、この子供から

先生方に行って、先生方が集計して事務局の方に行くっていうことでしょ

うか。それとも子供から先生方のところで 1 回集まったものをそのまま市

の方に提出するっていうことですか。 

事務局：学校さんとの協議なのかなと。先生たち一応難しいよって言えば、集

めてもらったらそのまま持ってきていただいて、こちらで集計かと。それ

は集計の仕方がどちらかは、後程だと思います。 

委員：もし、もしなんですけど、その学校の先生の方で、そのパソコンオンライ

ン上で集計ができる、とかってなれば、例えば高学年のお子さんだけでも、

そういった形でできると少しこう、回収率が上がるのかなあと思ったりは

します。学校が休校になってしまったときでも。 

事務局：我々、どのパターンでもと思うんですけども、そのパターンですと、多

分学校の先生方に手間暇かけて、パソコンでやりとりするフォームを作っ
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てもらうしかないかなと思うので、そこが心苦しいかなって思う点が一つ

ですね。学校さんとのお話し合いは心苦しいという問題くらいになります。 

副委員長：すいません。逆に全部一律電子申請にしてしまうっていうのは。そ

の方がいいんじゃないかと思ったんですけど、新学年の方はどっちみち電

子申請じゃなきゃ駄目じゃないかってさっきあの、お話あったと思います

し、在校生も親と在校生とで２個出せるっていうのちょっとやり方あるで

すけど。子供と親の分２つ出せるってことを、親御さんにやっていただく

のか、スマホ操作できる子供が自分で、ポチポチやったらいいと思います

けど、全部電子にした方が集計等もデータでくるんでラクかと思いますし、

その途中で、どこで集計するのかって議論がもうなくなるかなと思うんで

そういう方法が可能ですか。 

事務局：電子でやれば、当然一番最終集計は簡単は簡単です。ただそうなった

場合に、ご家庭の事情もちょっとあるのは、心配をするので、全員が電子

でできるかっていうのと、要は電子になると親御さん次第っていうのは言

ったら変ですけど、忙しいとか何かっていうのになると、紙だとお子さん

自分で書いてお母さんお父さんとかと話するだけでも紙は自分で書けます

けど、電子になるとお父さんお母さんにお願いしなきゃいけないので、い

やとなった時に、お子さんの意見が反映できるかどうかはちょっと心配か

なと思います。 

副委員長：メールの受信をされてるんで、何かしらの方法は持ってらっしゃる

と思うんですけど、ただ、親を経由するっていうことが逆に子供の意見を

反映できなくなるっていうのはおっしゃる通りですね。ちょっと効率ばっ

かり考えてしまったんで、すいません。あの、ただ一つ案としてあるのか

なと。ちゃんとこの中での緊急な変化っていうこと考えると、あらかじめ

すべて電子にしておいた方が、もう回収がそもそも不能になってこのスケ

ジュールが立ち行かなくなるってのが紙ベースだと、もう子供の意見はほ
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ぼなくなるっていうリスクもあるかなと思ったんで、もう今の時点で電子

にした方がもういろんな意味でリスクもないのかなと思ったり効率もある

かなと思いましたんで。 

事務局：多分一長一短だと思うんですけども、それは皆さんでこのやり方がい

いなって決めていただければ、我々あくまで今までのこれまでのやり方の

中で紙をお出しして、昔は電子ありませんでしたけど、こういう状況に電

子をつけたパターンを考えたので、紙と電子併用なのか、もう電子だけっ

ていうものでもそれは構いませんので、この中で決めていただければとは

思います。当然電子になれば、資料２だけになりますので、資料は用紙は

ないですけど、この後ろの用紙に準じたフォームを作るような形かなと思

います。 

委員：確かに、コロナのリスクを考えると電子っていうのはいいのかもしれな

いんですけど、私はこの紙を前にして子供たちが自分でどういう名前の小

学校、なぜそうなのかっていうのを紙を前にして考えて書くプロセスって

いうのは、貴重なんじゃないかなあと思います。電子申請だと結局親の意

見に引っ張られて、親の意見が倍になるっていうだけのケースになること

も考えますし、なんかこう、ここで子供たちが、新しい小学校どうかなと

思っていろいろ考えて書くっていうのは、教育の一つになるんじゃないか

なと思って私は紙を支持します。 

委員長：ありがとうございます。すいません、ちょっと準備委員長を離れて、島

名小学校ＰＴＡ会長の立場から、すいません。言葉を変えさせていただき

たいと思います。まず先ほどの案なんですけれども、会長としてはちょっ

と学校の今現場の先生にご負担をおかけすることは、したくないというの

が正直、現状です。じゃあその集計はとなると本当にすいません市の教育

局の方には申し訳ないんですけれども、やっぱり教育局が最終的に、これ

までの流れ通り集計をお願いできればというところです。多分、我々思っ
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ている以上に今島名小学校の先生たちはもう必死さを越えている現状なん

ですね。それでもやっぱり毎日足を運ぶ子供たちのためにという思いの中

で、時間をついていただいております。やっぱりその状況の中で、またそ

こに一つ二つ、余裕があるのであればお願いいしてもいいのかなっていう

案ではあるんですけども、今の現状では、会長の立場からは、賛成ですと

いうことはちょっと申し上げることはできません。あともう一つ、私がコ

ロナを呼び込んでしまったのかなって思うくらいのこの２年間でした。コ

ロナと同時の会長という、なんて多分歴史的にもない役割だったのかなと

思うんですね。ただ、その反面、やっぱり学校には足を運ばない Zoom 会議

での効率のよさだったり、あとはやっぱり止めずにやっぱり進んでいける

すごさだったり、やっぱりいろんなことを勉強できた２年間でもあったん

ですね。なぜこういった話をするかというと、私は先ほどありました、や

っぱり子供たちには用紙を前に、やっぱり自分の手で、学校で学んだ字を

書いてもらいたい。やっぱりその思いがあります。それは会長としてでも

ありますし、親としてでもあります。それがやっぱり、選ばれた、選ばれな

い別として、提出したんだよという、学校ができたときに名前考えたよね

っていう一人一人の思いに繋がっていけることが、本当に愛される学校に

なるんではないのかなと考えます。ですので、ちょっとまとめさせていた

だきまして、準備委員の委員長に戻りまして、ここから言葉戻るんですけ

れども、まとめさせていただきますと、事務局から案を出していただいて

いるこれまでの流れで、私は進めていけたら一番いいのかなと。やっぱり

その効率性という言葉は何をもって効率、いいときと悪いときと何事にも、

やっぱり背中合わせなのかもしれませんけど。どこをもって効率性を求め

て、何をもって手をかけるのか。やっぱここの判断親がやっぱ、狂ってし

まったら、やっぱり忙しいのでね保護者皆さん、でも忙しくても親には変

わりないのでその思いで、やっぱりこういったことを考えていけたらいい
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のかなと思います。それでちょっとすいません。まとめていきたいんです

けれども、まず事務局から用意していただきましたこちらの資料ですね、

ここで決めていきたいんですね。多分、わかりません。これらは、本当に誰

にもわかりません。なので、明日どうなるかわからない中で、ここでやっ

ぱり議論してても何も決まらないので、この用紙を提出していただく、で、

本当に提出したい人は、例えば休校になっても、学校も対応してくれると

思います。何時から何時までに持ってきてください、いつも緊急メールあ

るじゃないですか。という流れでいくと、もう提出、これ強制ではないっ

ていうところも一つのだから全員じゃないわけですよね。ですので、その

提出いただける方は何らかの対応、その時になった時はね、していただけ

るものと考えて、用紙提出で進めていきたいなと思います。事務局から用

意していただいたのは今回一年生から 3 年生、4 年生から 6 年生ならって

やっぱり漢字、字が違うんですね、そこを分けて用紙も作っていただいて

ます。私はこれを生かしていきたいと考えますが、ここに関して何かご意

見ございますか。そうしましたら、こちらの用紙、先ほど事務局からもあ

りました。何かこれ加えていただきたいんです、ここ直していただきたい

んです、ありましたら挙手をして、お願いできますでしょうか。このまま

でいいですという方は、もうこのまま。数秒、数分、お時間。それかこの後

でもいいですしね、何かありましたら、帰るまでに事務局に言っていただ

ければと思いますし、でも駄目か、皆さんでね、決めないといけないから。 

委員：会長さんの熱いお話を聞いたので、とても感動しています。ありがとう

ございます。子供たちには学校で用紙を配るということでよろしいんです

かね。そうしましたら、趣意説明をしっかりして、まずその場で名前を書

かせて、おうちで考えておいでって言えば多分、遅くとも二、三日で集ま

ると思います。集計については、担任がもし余裕があればというお話であ

りがたいお言葉なんですが、教育委員会さんにすべてお願いするのは大変
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申し訳ないので、できる範囲でやりたいと思いますが。一覧表にパッと書

くくらいならおそらくできるとは思っています。名簿もありますのでね。

で、親御さんの件に関しては、やっていただけるっていうんであればもち

ろんお願いしますけど、親御さんは多分、電子申請というか、もし家族１

点であればその方が早いし、集計楽だと思うんですよね。フォームを作っ

てもらえればぱっと流せますし。まずこの用紙は流してこういうのを子供

たちにやらせます、おうちで考えてくださいっていうぐらいはそんなに５

分くらいの手間で済むので、はい。ただ親御さんに関しては、例えば、フォ

ームにいついつまでに入れてくださいって言えば、集計は早いと思います。

メールを流すのは本当に５分でできます。ただその前の段階で作るのがち

ょっとあれですが、学校名を入れてお子さんの名前を入れてっていうこと

ではできると思います。なので、どういう形でも学校はできる限り頑張り

たいと思います。はい。以上です。 

事務局：今回、紙でっていうお話しがもし決まれば、紙はこのままこちらで印

刷して、学校さんにお願いして配っていただいて、締め切りまで集めてい

ただいて、多分場合によってはそのままボンと持ってきていただいても構

いませんし、多い順にこう分けていただく。こう分けていただくだけで持

ってきていただいてもそれは、我々はどちらでも、どのパターンでも大丈

夫です。電子申請は、我々フォーム作ってしまいますので、この資料２っ

ていうものを見ていただいて、ここにＱＲコードをつけちゃいますので、

保護者さんはそのＱＲコードを読んでいただいて、やっていただければ、

データを全部こっちで集約しちゃいますし、フォームも全部作り上げちゃ

いますのでそこはご心配されなくても。親の場合はもう電子申請はできま

すので。 

委員：ありがとうございます。まず、保護者は電子申請でってことですよね。は

い。問題ないと。あとはその児童をどうするかって話だと思うんですけど。
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個人的には先生がカウントするのはなしだろうなって思っています。なし

というのは、先生方に手を煩わせるぐらいだったら多分私たちがやったほ

うがいいだろう。かっこいい。以上です。はい。とはいえそこまであんまり

面倒くさいことしたくないのもあるので、例えばですけど、ちょっと確認

なんですけど、子供たちに書いてもらうことが、大事だっていう話が、子

供たちが入力すればいいって話であれば、例えば何かそのドリルとかにア

ンケートフォームを入れて、ネットで回答できるような形であれば、どう

にかならないかなと思ったのがまず一つあるんですね。何らか小学生がネ

ットにアクセスさえできれば、例えばつくば市の電子申請のフォームじゃ

ないにしても、なんならグーグルフォームでも入力はできるので、例えば

４年生から６年生までは回答しちゃうってのが一つ思ったことです。で、

その次の手段として、やっぱり紙でやりますとなった時に、４年生から６

年生ぐらいだったら、君達自分たちで集計しなっていうのも手かなと思っ

てて。保護者の立場としたら、４年生から上ぐらいは自分たちの学級で集

計して、それは集めるぐらいでもいいのかなって思いました。はい。以上

です。 

委員長：ありがとうございます。すいません。一旦ここで事務局にお願いした

いと思います。 

事務局：学校さんなり保護者さんが集計していただくのはありがたいなとは思

います。ただ一つだけ気をつけていただきたいのは、今回は強制っていう

形にはしたくないかなと思ってますので、誰が出して誰が出してないって

チェックするっていうのはどうかなと。いろいろご配慮いただければあり

がたいかなと思うんですけれども、ちょっと、例えば合ってるかわかんな

いですけど、イメージしていただいて、選挙の投票用紙、あれ、書いていた

だいたものって機械で全部読み込むんですよ。同じようにこの用紙も書い

ていただいて読み込むことができますので、データ全部集計をすることは
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可能なので、その辺は我々でも、できることはできますので。 

委員：それを先に言っていただけると。 

委員長：でもそれを先に言ってしまうとこれ熱い議論ね、やっぱりこれがあっ

ての答えなので、もう本当にすいません皆さんの熱い思いでね学校ができ

ることが、もうここから始まってるんだなと思うんですけども。委員の最

後の一言、それを早く言っていただけたらっていうことがすべてかなと思

います。市の方にお願いできればというところで、まとめさせていただき、

はいどうぞ。 

副委員長：やっとやった出番がきたよ。資料２の、ここに、２種類、電子申請に

よる応募っていうのと、（2）応募用紙による応募って書いてあるんですけ

ど、保護者用と児童用と一目でわかるような説明をいただけるとありがた

いのかなと思ってしまっております。以上です。はい。 

事務局：ただ今見ていただいて資料 2－3 の、（1）と（2）なってるので、（1）

の方は、保護者用っていうふうに入れるか入れないかなと思いますんで。2

の（2）の方は、児童用ですよっていうふうにわかるようにしてっていうこ

とですよね。はい。且つこの右上空欄になってるんですけども、差出人は

教育委員会と準備委員会っていう並列がいいのかなっていう考えはしてる

んですけど。 

委員長：まとめていきたいですという前に、ここで何かある方はもう出し切っ

ていただいて、まとめていきたいと思いますので、ございますか。 

委員：文案でもいいんですか。文案の話でも。 

委員長：どうぞ。 

委員：いいですか。はい。いや、今、保護者と児童用っていうのは、明記される

っていうのでそれはいいと思います。もう一つちょっと私が気になったの

はこの地図で、新設校っていうのが大分離れて四角で書いてあって私ぱっ

と最初見たとき、新設校ここの位置だったかなと思って、誤解しちゃった
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ので、ちょっとこの新設校のいかにも学校らしい雰囲気の四角はやめて、

左上のところに新設校と入れたほうがいいかなと思いました。 

事務局：わかりました。赤い色塗って近くにこうわかるような形で、ちょっと

修正します。 

委員長：はい、ありがとうございました。まずでは保護者に関しては電子申請

ということと、子供たちはこの応募用紙をもって学校配布のもと、持ち帰

るなりして自分の手で書いてもらったものを、学校の方で集めていただい

たものを市に提出いただいて、集計いただいたものをアンケートに絞って

いただいての、進みということで決めて参りたいと思います。ということ

でよろしいでしょうか。はい。ごめんなさい。はっきりわかりたいので、Ｏ

Ｋですという方挙手いただけたらありがたいと思います。はい。ありがと

うございます。 

副委員長：１年生から３年生用の文面なんですけど、来年４月に島名に新しい

小学校ができますって書いてあるんです。新しい小学校の方がいいのかな

と思ったんですけどどうでしょうか。 

事務局：はい。島名っていうのを取ってですね。 

副委員長：全員、全員どうだろう。この「島名に」に引っ張られちゃうと島名小

学校になっちゃうのかなって、勝手に想像しました。 

委員長：ちょっとよろしいですか。ちょっとごめんなさい。これあれなんです

けど、今度できる新設校において、私がやっぱりその、これは多分会長の

立場からの意見なってしまうのかな。あれ島名地区なんですよね。島名地

区の中にある香取台なんですよね。だから、先ほどもありましたけれども

大人が思っている以上に例えば子供たちはいろんな名前をあげてくるこの

やっぱり柔軟性、これはやっぱり、大人にはない能力だと私は思っていて、

だからもしかしたら島名小学校２で上げてくる子供がいるかもしれないく

らい島名なんですよ。うん。だから、私は別に、ごめんなさい、島名にでき
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るというのは、文面上なんら問題もないと思うんですけども。そこがやっ

ぱ地域をご理解いただいてるかどうかの難しい判断でやっぱ会長やってい

ても地域をご理解くださいと言った時のやっぱり今の保護者の理解度が、

非常にちょっとこの場で言うのもふさわしいかどうかわからないんですけ

ど、やっぱり感じる部分が難しい。島名地区なんですよね。島名地区って

すごい広い範囲に大元があっての香取台小学校。島名を入れて欲しいとい

う地域の方の声も実際上がってるんですね、学校名の中に。そのくらいや

っぱ島名は根強い地域なのかもしれません。 

委員：すいません。ちょっと地区についてわからないんですけども、香取台地

区ってもともと仮換地で、この後住所が島名っていうのが消えますよね。

でもそれは島名地区っていうなんでしょう、学校ができた後に島名地区な

のか、香取台からの皆さん住所になる地区だと思うんですけども。 

委員長：ごめんなさい。今、地区と地域の違いだと思います。私が言ったのは地

域ですよね。地域は島名の地域になりますよね。地区に絞ってしまうと、

香取台地区っていう地区名で島名は外れますけど。 

委員：私はなんか「島名に」っていうのがいらなくて、新しい小学校ができま

す、の方がシンプルにわかりやすいかなあと思ったり。地区でちょっと悩

んじゃいました。 

委員：結論私どっちでもいいんですけど。はい。ただただし、島名でもいいと思

ってる理由の一つに、私たち大人は島名とか水堀って違うよねってわかり

ますけど、子供にとっては島名小というコミュニティがほぼすべてなので、

多分ここの島名って書いてあるっていう意味は、島名小学校のエリアに新

しい学校ができるんだっていうふうに多分解釈するんだろうなと思いま

す。なのでこのままでも、誤解って小学生は生まないんじゃないかなって

いうのが私の印象です。 

委員長：ありがとうございます。私も大人が思うほど子供って、多分ここにつ
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まずいて考え進まないって子はいないっていう部分もあるので、だからそ

うなると結論はどっちでもいいです。うん。ただ、この文章にしないであ

えて消す理由ってあるのかなっていう思いもあります。っていうところで、

ですからこの辺事務局のご判断、この文章作って作成いただきましたので。 

事務局：こちらで多分、一応つけてしまったんですけど、見ていただくと、次の

４年生から６年生は島名・福田坪地区って書いてあるんですよね。なので、

どうしてもやっぱりその辺が、誤解っていうよりもいろんなことが出るん

であれば、両方とも何もなくて、単純に、来年 4 月に新しい小学校ができ

ますってして出すかなのかなと。 

委員：正確に子供たちに伝えた方がいいと思うので。これは島名小学校が、分

かれて、新しい小学校ができるっていうことですよね。分離ですもんね。

だからそれを入れればいいんじゃないですか。4 月に島名小学校が分かれ

て、新しい学校ができました、とかそういう分離するんだっていう意図を

きちんと担任としては伝える。伝えなきゃいけないと思いますし、ここに

もそういう、分かれますって二つになりますっていうことがあってもいい

かなと思いますけど、どうでしょうか。 

副委員長：私実は分離した中学校に、ちょっと途中ですけど入学してまして、

マンモス校が二つに分離した過程にいたんですけど。そうすると、もとも

との中学校あった仲間たちがいて、もう１個中学校できて小学校がその中

に６校ぐらいあるんですけど、それが入り乱れながらなんかスポーツ少年

団やったりとかして、そういう仲間が違う中学校に昔はいて、お兄ちゃん

お姉ちゃんは一緒だったんだけど今分かれてるんだみたいな。そういう背

景を理解しながら友達の輪が広がっていったんで、もともと島名って一つ

のグループが分かれて、今は違うけど、そのもともとは同じコミュニティ

だったんだっていう理解をしながら、そのあと私は子供のころよかったの

で、自分の経験からも、島名が分かれて新しい仲間ができ、仲間だけど便
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宜上違う小学校ができるんだよっていう背景を、子供たちも理解したほう

がいいなと私も個人的に思います。ただ、名称にそれを反映するかは子供

の判断なので、そこはもういいと思うんですけど。はい。個人的な意見で

す。 

事務局：はい。わかりました。であれば、今の文章自体を、３年生以下はひらが

なで、４年生以上は漢字な形で、分かれてとか、4 年以上は分離なのかとか

いろんなことはちょっとこちらにお任せていただいて、同じような文言で

の文章を修正っていうことでよろしければ、そちらで修正をいたします。 

委員長：ありがとうございます。「しまな」という三文字にここまでのお時間で

熱い議論になるとは予想の展開もしておりませんでしたが、校長先生あり

がとうございました。子供たちの心情、やっぱりそこを第１に考えると、

やっぱりおっしゃっていただいたことが、やっぱりちゃんと文字に表して

伝えていくもやっぱりそうかなと思います。やっぱり経験された方の言葉

やっぱ重いなというのを横で聞かせていただいて、今こういった理由のも

と、この文章一つにしてもやっぱこれだけの時間が費やされてるので、お

子さんが持って来ていただいた際には、どうか皆様、向き合っていただく

ようお願い申し上げますっていうところですね。なんで、ちょっとこの文

言に関しましては、ちょっと事務局にちょっとお任せするような形でよろ

しいでしょうか。ということでお願いいたします。ここまでですね、では

応募ということで、開始なんですけども在校生はもう準備できますという

ことなので。 

事務局：よろしいですか。ここでちょっと決めていただきたいのは、２月２日

を締め切りとすることで、新１年生の 1 月 27 日で、在校生については、今

の文言を修正してお配りできる時期と考えて、開始時期はこちらにお任せ

いただいてもよろしければ、そちらで開始します。時期も明記して開始し

ますが、よろしいですか。 
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委員長：今の事務局案にご意見ございますでしょうか。お願いするような形で。

はい。よろしいですか。はい。ありがとうございます。 

事務局：もう 1 点よろしいですか。新一年生のものなんですけど、電子申請か

なと、今コロナの中なので。今、学園の森のバージョンを、ちょっとあるの

で、それをお配りしますので、ちょっと島名小にはまだなってないんです

けど、これを見ていただいて、文言自体はここ島名バージョンにしますの

で、それでよろしければ、この形で電子申請をお配りしてしまいますが。

１月 21 日に配る資料を、今ちょっと島名用に作ってませんので、研学のを

お配りしたんですけど、この文言を研学になってるところを島名小にして、

募集期間を 21 日から２月２日というふうな形で、お子さん用と保護者用の

電子申請二つをつけますので、このようなパターンでよろしければ。 

委員長：今皆さん見ていただいてるかと思うんですけども。いかがですか。よ

ろしいですか。はい。このような形でいいですという方は挙手をお願いで

きますでしょうか。はい。ありがとうございます。はい。お願いしたいと思

います。ではあれですね、時期もちょっと事務局にお任せという形で、お

願いできればと思いますので、ありがとうございました。そうしますと、

今、校名案のスケジュールが決まってきまして、アンケート絞り込みの調

整ということで２月の４日の第３回委員会のときに、応募が上がってきた

ものをここで絞っていくという形になりますが、2 月の 4 日金曜日という

ところでちょっとここの第 3 回の委員会も、ちょっと決めておければいい

かなと思いますがよろしいですか。もともとこの委員会の会議、金曜日と

いうことで曜日をちょっと優先に設定させていただいたかと思うんですけ

ども、皆さんちょっとご都合のある中、もしかしたら多分ね 12 名全員って

いうのは難しいかもしれませんと、半数以上の方が大丈夫ですというか、

形で確認取れたら時期的に 2 月 2 日が公募の実施の、はい、終わりになり

ますと、やっぱりここが妥当なのかなと思います。よろしいですかね。あ
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とは校章案なんですけれども、校章案につきましても内々で公募という形

で案が一致しておりますが、この件に関しまして、ちょっと意見変わりま

したという方、大丈夫でしょうか。はい。そうしますとちょっとその中で

の質問で、校名案が決まってないとイメージがつかないんじゃないですか

とかねあったとは思うんですけども、このアンケート実施の中で公募の実

施というのが、資料３の方、追加資料３を見させていただいてるんですけ

ども、２月の９日からの 15 日までとなっております。 

副委員長：この流れでこのプロセスが繋がってるのを次の 2 枚目で意識しても

らったものにする必要あるんですね。なんかちょっと、我々はこの流れ理

解してるんですけど、何かこの流れを子供たちや親御さんも理解しながら

校名案を作りながら、次は交渉はもう来るなっていうのが何かわかった方

が、何かいいなって今印象受けましたね。じゃないと何か次々来るものが

どうなってるのかわかんないのになんかアンケートがきて、せっかく校名

案だけ出したのに次の校章案逃しちゃうとかこのアンケート逃しちゃう子

がいると、何か良くないのでっていうのをちょっと感じましたね。 

委員長：そうですねどうでしょうか。今おっしゃっている、この時期がちょっ

とかぶりますので、やっぱ次にこれが来るよっていうのをイメージを持っ

てもらうという部分はちょっと大事かなっていう。大丈夫でしょうかね、

この辺。ということはスケジュール的にこの流れで、よろしいですか。大

丈夫ですか。 

副委員長：事務局さんにご質問なんですけど、学森さんとかみどりのさんで、

このような進め方で何かこう保護者の方がどうのこうのってあったんです

か。 

事務局：みどりのはまだ住民説明会をやっていないので、委員会を立ち上げて

ないんですね。学森を立ち上げまして、学森のパターンでは、並列ではな

く縦一直線になります。ていうのは、校名案が決まって、これでいくと、追
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加資料３の方で見ていただくと、校名案決定ってありますよね、この下に

右側の校章案の流れが来るっていうパターンですね。ということなので、

今のパターンですと、アンケートを実施してるので最終的なものが決まっ

てない感じにはなるんですね。で、公募を実施する形なので、全員の意識

は、みんなこれだっていう描いたものに対してのアンケートではなくて、

それぞれが描いて公募するような形ではこれなんですけど、縦になれば、

もう校章を公募するときには、みんなの意識は同じもとでの公募にはなる

かとは思います。 

委員：よろしいですか。研究学園では、それが成り立つ成すスケジュールがう

ちと大分違うんですか、制約は。 

事務局：はい。今回研究学園小学校の方は、場所が建物のすぐ脇に道路が走っ

てるんですね。その道路に車両を乗り入れすることができる、高所作業車

を乗り入れて、そこから伸ばして、設置することができるんです。ただ今

回の香取台地区小学校は、敷地東側から道路があって、児童クラブとコミ

ュニティ棟があって、そして校舎という配置になっているので、重機が入

っていけないんですね。そこでリミットにずれが生じてしまっています。 

事務局：ご説明しますね。この追加資料３を見ていただいて、これでわかる方

はすごいんですけども、公募実施の後にデザイン化ってあるんですね。こ

れ何かといいますと、学森とみどりのの流れでいきますと、公募した時に

は当然同時だったので、同じ名前について、皆さんお子さんからも絵をい

っぱい書いてもらいます。保護者の方がそのときには、デザインに協力し

ますよっていう方がいました。それと、教育局の方でデザインをしてもら

う人を一応用意しておきました。公募したデザイン、それぞれいっぱい出

てきますので、そのデザインしてもらう人にすべてをお預けして、その人

がそれぞれのデザインから部分的に取ってきて、自分で描く校章を作って

もらったっていうことがあるので、それがデザイン化なんですね。そのあ
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と、そのデザイナーさん、二方が３つないし５つとかを、デザインしたも

のを、アンケートにかけたんですね。なのでここでデザイン化っていうも

のをやってるので、公募して、それがそっくりっていうわけではないんで

すね。それは、やり方なんですけども、保護者さんとかどなたかが協力し

ますよっていうことでその方にお願いしましょうよってなれば、もう一切

合切その人が作ったものを、最初に描いてもらったものでやってしまうの

か、今のように、子供さんが描いたものを部品部品取ってもらってその人

にやってもらうかっていうことになるので、ここがこのデザイン化ってい

うのはちょっと違う。その意味合い的になってるのが、ここのスケジュー

ルなんですね。そのあとは、アンケートの方で調整だっていうことで書い

てある部分についても、デザイナーさんが、そのあとでいろいろ、またち

ょっとデザイン変えますよとかなってくれば、いろいろ出てくる部分があ

るので、やり方がちょっと今のところ見えてないものというと言い方変な

んですけど、完全にこの人にデザインをお願いするって決まってないので、

そこをちょっとどうしようかなと思ってるんですね。できれば保護者さん

がやって、協力したいって方がいるとやっていただけるのはありがたいな

とは思うんですけども。そういった意味合いも含めて、やり方をちょっと

どうしようかって考えてる部分で、デザイン化っていうのがちょっと見え

ないんですけど、入ってる部分はこの意味合い的な形です。 

副委員長：おっしゃったように、その途中で校名案決定が来るんで、このデザ

イン化の中に校名案を盛り込むっていうのも必要になってきますよね、今

後。だから、すごいこの過程が難しいなって、で、３週間とっていただいて

るんだと思うんですけど。なんでここはすごい流動的というか、この中の

進め方、この中に準備委員会が 18 日にあるんで、多分校名案決定とともに

デザイン化のプロセスをどうするかっていうのを、ここで協議するみたい

な形になるイメージなんで、その時に、候補者がいれば、その人にどう依
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頼するかをここで我々話し合うんでしょうけど、万が一いないとなった場

合は、どういう形でその市の職員の方にやっていただくかも我々が考えな

いと、市の職員の方に丸投げするみたいな形になるんで、多分この３週間

がすごい難しいって見方も今思ったんで、ちょっと私も後ろ倒しして今ち

ょっと、ここで 10 日後ろ倒しだとどうなのかなって言ったんすけど、ちょ

っと難しいなって印象受けました。あと、またそのデザイン化のイメージ

が、子供たちが描いた手書きのものを、もうちょっとこうデザイン形式の

ものに変換するっていうイメージを私は持ってたんで、そのパーツを取っ

てやるというよりは、よさそうな手書きのものをちゃんとしたデザイン的

なものに仕上げるっていうイメージを捉えたんですね。だから、パーツを

取って仕上げてしまうともう全然別物のデザインを、そのデザインの人が

作るものになってしまうんで、そうすると、デザイナーの方がデザインし

たものに投票になっちゃうんで。ちょっと私のイメージは、子供の中で本

当にいいよねっていうのを幾つか選んで、プロの方にそういう、ちゃんと

したその校章となるものに仕上げてもらうような製作作業かなと思ってた

ものですから、そこは別に、捉え方次第というか、我々がそこをどう考え

るかっていうことでよろしいですか。 

事務局：どうとらえるかとどう依頼するかだと思います。我々とすると先ほど

保護者の方どなたかが、手を挙げてもらえないと、本当に誰もいなくなっ

てしまうので、局としては、もう今のところですけど、どなたかを考えて 1

人はお願いしとくしかないかなと考えてるんですね。その方には、ある程

度イメージをしていただいて、ここで上がってきた公募デザインを見て、

そこに付け加えてもらうとかなんかっていうことはちょっと考えてたんで

すけど。今のお話のように、１人のお子さんの丸々ちょっと変えていただ

く、デザイン化していただくっていうことであれば、そのようなお話をし

ていくかなと思うんですけど。それもいろいろな形かなと。 
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副委員長：続けてなんですが、確かに子供たちも下手すると手書きの無数のデ

ザインが上がってくるわけですもんね。その中で、そもそも５個 10 個を選

定すること自体が我々の今度役目になっちゃうんで。仮にするデザイン化

するとしてもですね。デザイナーさんからすると 200 ぐらい素材を渡され

て、それを参照しながら、その人がその人複数いれば１人１つか２つのも

のを作ってくださいとか、そういう方が仮に２、３人いれば５つできてく

るみたいな。その過程を３週間でしなさいって話になるので、仕事をやら

れる方にもかなり難易度高い依頼事項をやることなのかなって思ったん

で、ちょっと私別にデザイナーでは何もないのですけど、ただ、今の時点

からそういう方を想定しながら、この進め方そのものを何かその方とも、

もう打ち合わせ始めてないと、ここのスケジュールは、もうそもそも実施

化できないんじゃないかぐらいの私はイメージ感を持ったんで。すでに候

補者がもう何人かいればいいんですけど。アンケートとっていなかったら

もうそこは混迷極めてかなっていう。これもさっきの工事予定があるんで

ここの３月 25 が必達なんですよね。そうなるとすごいちょっとリスクを感

じ始めました。 

委員：であればなんですけれど、配っていただく校章デザイン案の応募用紙に、

まずは例えばですけれど、その全体像をすべて採用するわけではなく、と

いうか、かもしれないし、一部分を採用させていただくこともございます、

みたいな形で、先に入れておくほうがいいのかなと思います。そしてスケ

ジュール全体的に保護者の方に知っていただいた方がスムーズっていうこ

とであれば、まずうちの地区はちょっと先に、つくば市のホームページ上

で、スケジュールこういった形で、見れますよっていうのを実はもう案内

してしまって、案内してっていうか、連絡をしてあって、そういった形の

ことを、例えば学校から配る最初に配られる資料とかに、ちょっと入れて

いただいたりすると、興味のある方はというか、意識高い方は見てくださ
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ったりするのかなというのがあります。で、あとそのデザインの依頼につ

いてなんですけど。ちょっと私的なあれですけど、最悪の事態を想定して

なんですがもし他にどなたもいらっしゃらないようであれば、私の父、義

理の父が少しそういったデザイン会社とかではないんですが、多少はお力

になれるかもしれないです。何も話をしてないので、まだやってもらえる

かどうかもわからないですけど。どうにもならない場合は、力になってく

れる可能性があります。ということをお伝えしておきます。以上です。 

委員長：ありがとうございます。その辺は、遠回し遠回しにお願いをしていた

だいて、上手く進めていただければと。はい。お願いします。 

事務局：先ほどお話さしてもらった通り、局の中で考えるのは、一番最後だと

我々実は思っていて、このアンケート用紙見ていただくと、保護者さんに

チェックしてもらうようなことをつけてますので、そういった方がいれば、

ありがたいなって思うのと、皆さん方でお知り合いの方がいれば、その方

に頼んでいただくのもいいのかな、一番そういう方に優先してやっていた

だいた方が、我々はいいのかなと。局の方は、もう最後として取りたいな

と思いますので。やはり、先ほどの方にお願いするとなれば、当然やり方

を皆さんにまた考えていただく、さっきのデザインだけなのか部品のお願

い、こっから取っていただいて何個か作ってくださいってお願いするかっ

ていうことにどんどん進むと思いますので、その辺のやり方かなとは思い

ます。 

委員：すいません。うちの父の話は、あくまで最終。どうにもならなかった場合

ということで、すいません。よろしくお願いします。 

委員：チェックをつけてくれた方がもし複数名いた場合は、どうなるのかなっ

てちょっと思いました。 

事務局：複数名いた場合には、同じように、今の中ですけどね。先ほど、お子さ

んたちが描いてもらったものを、その２人とか３人とかの方に全て同じよ
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うにお渡しして、３点ぐらい作ってくれませんかっていうお話をしてです

ね、このみんなにアンケートするっていうことになれば、公平になるのか

なと思います。ただ、デザイン全部こちらに権利をいただくようになって

しまいますし、報酬がちょっとお出しできないので、その辺はご理解いた

だく形かなとは思うんですけども。それは何名かいればいるほど、ありが

たい話だと思いますし、いろんなデザインを今度作ってもらえるので、い

っぱいいいものから皆さんが選ぶことができんじゃないかなとは思います

が。 

委員長：ありがとうございました。ちょっと今そのデザイン化というところな

んですけれども。わからないんですよね、これもまただから応募用紙上が

ってきてから、事務局が作っていただきましたこのチェック欄にどれだけ、

理想は保護者から言ってくださることだと思います。市の職員の方も委員

のお父様も、最終的にはっていうもう控えのところで迎えていただいてる

ような形なので。私１点ちょっと気になってるのが、やりたくてもやっぱ

できない人、やっぱりお仕事ならこういったデザインの方を実際香取台地

区でも知ってるんですね。でも多分名前でないかなっていう。なぜかとい

うと、ここに特化できないからですね、日常があって仕事があって、家庭

があってその中で、これをやっていきますってなったときに、やっぱり難

しいのは、お願いしますって私も言いたいんですけれども、お願いします

ってなるとすごくやっぱり重さが出てきてしまうんです。なぜかというと、

やっぱりまだ報酬がまず出ないということ、それで時間が取られるという

ことでやっぱり私なんかも知識がないもんだから、やっぱり自分が思って

る以上のものが多分、こだわりだったりとかってなるとやっぱり時間が必

要だと。いろんな要素がそろったときに、なかなかやっぱり、ここにチェ

ックを入れてきていただける方はどうなのかな。でも逆に言えば先ほどの

校名案じゃないんですけども、やっぱ子供たちの柔軟性でどれだけのもの
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で上がってくるかわからないので、ここも先ほどありましたようにもしか

したら 10 以上の数でチェックがついてくるかもしれない。ただそのときに

は事務局の方で対応いただいて、その方全員が平等という形でその中から

また 10 名の方を対象にしたものを私たちでっていう形になって、私たちで

またそのアンケート取って絞っていくって形なので、まずはここにチェッ

クを入れてきていただける方をまずは、願うしかないのかなと。というこ

とで、大丈夫ですか。なんかちょっと最初の数時間前と表情がちょっと大

分、結構うつむき加減になってきてますけど、皆さん頑張っていきましょ

う。ということで、この校章の流れとしてはこういった形で、やっぱり校

名案とそのデザイン化、今事務局からご説明いただいたような、パーツを

こう抜き出してという作業になりますというところで内々で質問がありま

した、校名は決まってから校章案の方がっていうところも、ご理解いただ

けましたでしょうかね。大丈夫ですかね。はい。ありがとうございます。 

委員：すいません先ほど、この話題のきっかけになった時におっしゃったのっ

て、児童がこの後校章のデザインをやることも含めた上で、校名デザイン

を考えたほうがいいですよねっていう提案だったと思うんで、そこに一旦

立ち返ると、新しい小学校の名前をつけてくださいっていうこのペーパー

の最後のところに、この後、デザインについても考えてもらいますよって

いう一言があった方がいいのかなと思いました。 

委員長：ありがとうございます。フォローいただきまして。そうですね。イメー

ジがその方が、子供たちもつくのかなというところで。この件についてい

かがですか。あった方がやっぱりね、イメージつきます。ちょっと入れて

いただくような形で、事務局の方お願いしたいと思います。ありがとうご

ざいます。あと何かございますか。 

副委員長：今の話につけ足しで、そのアンケート実施の通り公募なんで、多分

子供たちからすると、校章も校名も決まってないのに校章作るんだってい
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う。よく言ってあげないと、なんか多分ちんぷんかんぷんになっちゃうと

思うので、先生方からのご説明が結構丁寧にしてあげないと子供たちがも

うよくわからない作業を、多分すごいわくわくすると思うんで子供たちや

りたいと思うんでしょうけど。そこのちょっと説明がよくしないと、今回

のプロセスって大人わかりますけど子供にはちょっと、特に低学年の子た

ちには難易度が高いので、せっかく作っても全然校名と関係ないもの描い

てきちゃったりするとかもあるかなと思うのでちょっとそこが、ちょっと

繰り返しなる気になるなっていうところですね。ちょっとお便りじゃ多分

伝えきれないのかなっていうところがあります。 

委員：はい。私たちが頑張りますので、子供たちにね、きちんとわかりやすく一

年生は一年生なりに、６年生はね、中学校に向けて頑張れるように伝えた

いと思います。お任せください。 

委員長：すいません、ちょっと私今ふと思ってたのが、私全く絵描けないんで

すね。で、配って描ける人って、やっぱり描く順番がこうやっぱり違うと

ころから入っていくっていう部分を聞いたことがあって、今ふと不安に思

ってたのは、今のこの言葉も大人の考えであって、もしかしたら校章は考

えてから校名を考える子供もいるんじゃないかなって思ったりもするんで

すよね。逆から入る。だから校名案が決まらないと、校章なんてイメージ

つかないよ、これはもしかしたら大人っていうか、逆から入る子もいるん

だと。それは先ほどの校名案、また何か戻って申し訳ないんですけど、こ

の地域に特化した名前だけではなくて、未来の学校でしたっけ希望の学校、

第３第４の学校までいろんな名前がついたっていう発想が子供たちにある

のであれば、マークから考えて、このマークに合った名前っていう入り方

もする子がいないっていうのは、否定はできないと思うんです。だからや

っぱりその先生の一言で、校名を考えてみんなそのあとマーク考えるよっ

てなると、やっぱりそこでつくり上がっちゃうかもしれない。でも、どっ
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ちも考えてもらいたいなあっていう、そのやっぱり同時性っていうのもも

しかしたら投げかけると、意外とどうなんでしょうかね。わかんないです

ね。これは、だからやっぱり、すいませんお任せしますので。 

委員：おそらくですね、文字というよりも子供たちってやはり絵だと思うんで

すよね。ただ校章が何かをまずわかってないと思いますから、キャラクタ

ーをまず考えちゃうんだと思うんですよ。それで校章はこういうもんだよ

っていう説明も必要でしょうし、いくつかのサンプルがあった方がいいか

もしれませんよね。ですから、イメージが膨らむような形で、学校名と校

章を同時に最初の段階でやる、考えるんだよ、ただ最初に名前だけ募集す

るよっていう形になると思います。 

委員長：ありがとうございます。できれば私も島名小学校への思いが強いので

島名小学校のこの校章を、ぜひこの機会に、この形に、やっぱりあえてこ

の説明とともに、改めてこう見てもらうというきっかけにもなって欲しい

なって。やっぱり教育に結びつけて考えていってあげたいなという、親の

思いと、役員としての役割を考えると考えますので。ごめんなさい。その

辺任せくださいって、綺麗にまとめたところ私は補足してしまいましたの

で。とにかく子供たちから良いもの上がってくるようなことで、私たちは

見守りたいと思います。お願いいたします。ではそうなりますと、今回の

議事に関しましての校名案の選定方法、検討及び決定というところに至っ

て参りました。まとめますと、この後ですけども、事務局の方でご準備い

ただいてのお願いという形になって、私たちはちょっと一緒に考えていく

という作業にもなっていくのかなと思うんですけども。２月の４日第３回

委員会を予定しまして、ここで上がってきたものを、絞り込んでいただい

たものを、調整していくという流れになっていくかと思います。ちょっと

事務局ごめんなさい、聞きたいんですが、ここで第３回の委員会の時間の

決定までいって大丈夫ですか。はい。その時間の開始ですが、本日いろん
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なご意見等もいただきまして 18 時 30 分という第１回目からより 30 分繰

り下げましたけれども、皆さんご都合いかがですか。18 時半開始で協議の

内容にもよるんでしょうけど、ただいまの時刻が 20 時約 40 分を迎えよう

としてるところ。概ねこのくらいの時間になってくるのかなと思ったとき

に、最終 19 時がリミットかなっていうところ考えます。一応今日のところ

を軸に考えまして 18 時 30 分第３回委員会開始ということで、いいんでは

ないかなというところなんですが、ごめんなさい。多数決にします。18 時

開始を希望される方、挙手をお願いいたします。では次、18 時 30 分開始を

希望される方、お願いいたします。どちらでもいいという方、お願いしま

す。ありがとうございます。ということで、18 時 30 分開始ということで決

めさせていただけたらと思います。事務局の方でいかがでしょうか。あり

がとうございます。では第３回委員会なんですけれども、２月の４日金曜

日 18 時 30 分、場所は後日ご連絡させていただく形で、日にちと時間の決

定というところで、今日は決めさせていただきたいと思います。すいませ

ん、先ほどちょっと気になられた方もいらっしゃったと思うんですけども、

このですね委員会の記録というかちょっとしたご案内というか、それをち

ょっと地域の方々に回覧っていう形でお知らせするようにしていくんです

ね。そこで、この風景と本当にやってますよ、こんなに真剣にやってまと。

先ほどちょっとこの写真を撮っていたと思うんですけども、丸っきり顔が

写ったりっていうのはないです。風景という形で、ちょっとそこに写るの

もちょっと難しいなという方は、次回以降何か被ってきてください。ただ

どうしてもお願いしたいところでありますので、ちょっとこれ駄目ですと

言われちゃうとちょっと私はもうこれ以上どのようにしていいのかがわか

らなくなります。皆さんご協力ご理解いただきだい運びで持っていきたい

と思いますが、よろしいでしょうか。はい。ということで写真の許可得ら

れました。よろしくお願いいたします。ありがとうございます。マスクも
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してますしね。なので目だけしか出ないマスクとか今いろいろ出てますか

ら、何とか工夫してきてください。そうしましたら、事務局にお返しいた

します。 

３ その他 

事務局：そうしましたら、委員長どうもありがとうございました。一応最後に

確認なんですが、校章案の用紙につきましては今回、まだ決定していない

形になりますので、第３回の引き続きの事案ということでよろしいでしょ

うか。ありがとうございます。よろしいでしょうか。はい。引き続き第３回

の時に、用紙の方のご検討よろしくお願いいたします。そうしましたら、

次回第３回の会議につきましては、２月４日金曜日 18 時半からということ

で、よろしくお願いいたします。会場に関しましては、追ってご連絡させ

ていただきます。また今回の会議録と第３回の通知につきましては、先般

皆様からご提供いただきましたメールアドレス宛に、また追って送付させ

ていただきますので、皆様お忙しいところ大変恐縮ではございますが、ご

確認いただけますようよろしくお願いいたします。それではこれをもちま

して第２回（仮称）香取台地区小学校開校準備委員会を終了いたします。

時間も大分遅くなっておりますので、皆様お気をつけてお帰りください。

本日はどうもありがとうございました。 

４ 閉会 

 


